
世の中をもっと良くしたい、と考える
企業・スタートアップ・学生・自治体などが、
立場にとらわれず交流するオープンイノベーション施設、それがQUINTBRIDGE。
志を持つ会員同士が自由に共創し、実社会での活用をめざします。
アイデアや技術、知見や課題を持ち寄り、それぞれの個性を活かし、
あなたの思いをみんなの思いにしていきましょう。

オープンイノベーション施設 （クイントブリッジ）

社会を変えたい
思いと思いが、出会う場所。

学ぶ

繋がる

共創する

UP↑UP↑Program

Shining Startup

Business Match-up!

Future-Build

互助型学びのコミュニティ

スタートアップピッチ

課題提供型ピッチ

未来共創プログラム

QB公式プログラム

項目名 実績

共創パートナー
（法人会員）

QBメンバー
（個人会員）

連携パートナー

延べ利用者数

イベント実施回数

873組織

12,206名

49組織

92,473名

477回

会
員
数

基本情報

営業時間
平日　 9:00～21：00
土曜　13:00～18：00
日祝　休館

開業日

延床面積

構造

2022年3月24日

約4,000㎡

地上3階

NTT西日本グループの生産年齢人口減少が見込まれる中、生産性向上と働き方改革を実現し、安定的な事業運営とより働き甲斐のある企業を目ざすため、NTT研究所、NTTグ
ループ会社、他IT企業と連携し、AI等の最新技術の活用トライアルを実施して有効性を確認した上で、本格的に社内業務へ導入しています。

AIを活用した取り組み

＜本格導入事例＞

社内での活用事例

◆AIを活用した契約書等のチェックによる審査業務の品質向上および効率化

概　　要

特　　徴

利用シーン

・契約業務において、必須項目の抜け漏れ確認、不利な（リスクのある）内容の有無の確認の作業に多くの稼働が発生していたが、AIの導入によりド
キュメント審査を自動的に実施することで、審査品質向上かつ審査稼働削減を実現

・ひな型の構成や文章表現に依存せず、条文分析とポリシー審査が可能
・自社事情や業界慣習を考慮した判断基準の設定が可能
・審査対象の契約書等の記載条項から、自社で予め用意した契約書の雛形と比較し、リスクとなりうる記述の検出が可能

・営業等現場における契約書のチェック

◆AIを活用した問い合わせ数の予測によりプロアクティブな設備運営を実現

概　　要

特　　徴

利用シーン

・従来熟練者の経験に基づき予測していた、「故障受付数（コール数）」をAIを用いて分析予測
・予測情報により日々の人員配置数等への反映を行い、プロアクティブな設備運営を実現

・過去のコール数データと気象データ（降水量、風速）等から　故障受付センター（113）へのコール数を予測
・運用を通して継続的に精度向上を実施

・コールセンター業務のコール予測・人員の最適化
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